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一

一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
市
場
の
概
容 

　

近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
原
則
と
し
て
土
地
関
連
市
場
の
開

放
性
が
大
き
く
、
官
職
や
法
曹
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
そ
の
他
を
介
し

主
に
都
市
で
財
力
を
築
い
た
多
く
の
新
富
裕
層
が
、
概
し
て
農
村

部
、
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
エ
ス
テ
イ
ト
所
有
へ
と
競
っ
て
流
入
し
た
。

ま
た
近
代
初
期
の
土
地
制
度
、
エ
ス
テ
イ
ト
を
め
ぐ
る
状
況
で
は
、

修
道
院
解
散
や
共
有
地
囲
込
み
と
い
っ
た
動
向
が
生
起
し
て
以
降
、

カ
ン
ト
リ
ー
で
緩
慢
な
が
ら
表
面
化
し
て
く
る
営
利
・
収
益
主
義

の
進
行
と
と
も
に
、
ロ
ン
ド
ン
ほ
か
都
市
商
工
圏
の
影
響
も
受
け

な
が
ら
、
概
ね
一
六
世
紀
後
期
か
ら
、
と
り
わ
け
一
七
世
紀
に
至

っ
て
言
わ
ば
市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
要
素
が
次
第
に
強
く
作
用

し
つ
つ
あ
っ（
た

）
1

。
そ
の
明
確
な
現
わ
れ
が
、
エ
ス
テ
イ
ト
経
営
に

見
る
合
理
性
重
視
の
傾
向
と
と
も
に
、
エ
ス
テ
イ
ト
た
る
権
利

（
並
び
に
建
物
家
屋
な
ど
の
動
産
権
）
そ
れ
自
体
の
売
買
、
つ
ま

り
投
資
・
購
入
対
象
と
し
て
の
土
地
関
連
物
件
へ
向
け
た
諸
取
引

の
活
発
化
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

修
道
院
解
散
は
本
来
的
意
味
の
民
間
エ
ス
テ
イ
ト
市
場
の
開

放
・
形
成
に
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
も
の
の
、
Ｊ
・
ハ
バ
カ
ク
に

よ
れ
ば
、
国
王
が
旧
修
道
院
領
の
払
下
げ
に
一
五
世
紀
以
来
の
二

〇
年
分
の
地
代
収
入
相
当
額
（
＝
20
購
買
年
数
）
と
い
う
概
ね
全

国
一
律
的
な
売
却
規
準
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
市
場
が
価

格
競
争
に
乏
し
く
、
依
然
、
不
活
発
か
つ
限
定
的
だ
っ
た
、
言
い

換
え
れ
ば
、
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
実
態
を
示
唆
す
る
。

他
方
ハ
バ
カ
ク
は
こ
の
時
期
す
で
に
、
売
却
地
が
な
か
っ
た
た
め

抑
制
さ
れ
て
い
た
が
修
道
院
領
の
処
分
を
契
機
に
刺
戟
さ
れ
た
、



史
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か
な
り
の
エ
ス
テ
イ
ト
需
要
が
存
在
し
て
い
た
事
情
も
併
せ
て
指

摘
す
る
。
一
七
世
紀
初
期
の
不
況
期
（
と
く
に
一
〇
～
二
〇
年

代
）
に
入
り
、
エ
ス
テ
イ
ト
市
場
を
め
ぐ
る
事
態
は
大
き
く
展
開

す
る
。
こ
の
時
期
、
低
価
格
の
売
却
が
続
出
、
売
手
も
買
手
も
20

購
買
年
数
と
い
う
慣
行
か
ら
脱
却
し
、
し
ば
し
ば
こ
の
数
値
を
割

り
込
む
事
態
が
生
じ
る
一
方
、
現
在
の
収
入
と
復
帰
権
か
ら
得
べ

か
り
し
収
入
と
を
区
別
し
て
評
価
す
る
試
み
も
行
な
わ
れ
た
。
利

子
率
と
の
連
動
性
が
明
瞭
化
す
る
一
方
、
そ
の
後
、
内
乱
・
空
位

期
な
ど
に
行
な
わ
れ
た
一
部
所
有
地
の
差
押
え
・
没
収
、
賦
課
金

負
担
ほ
か
政
治
的
諸
影
響
も
あ
っ
て
、
土
地
（
地
価
）
算
定
基
準

が
複
雑
に
変
化
す
る
傾
向
が
起
こ
っ
て
く
る
。
ハ
バ
カ
ク
の
指
摘

に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
、
土
地
を
扱
う
査
定
評
価
の
必

要
性
が
増
し
た
証
左
で
、
延
い
て
は
、
土
地
市
場
の
進
展
を
一
層

促
す
仕
儀
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
後
期
、
一
八

世
紀
初
期
に
及
ん
で
、
資
産
形
態
の
多
様
化
や
そ
れ
ら
を
勘
案
し

た
利
回
り
の
対
比
の
必
要
性
と
投
資
家
意
識
の
高
ま
り
、
土
地
評

価
上
の
差
異
の
扱
い
の
工
夫
、
等
々
の
展
開
が
進
み
、
結
果
と
し

て
資
産
市
場
の
な
か
で
の
エ
ス
テ
イ
ト
関
連
取
引
が
複
雑
化
し
つ

つ
、
数
式
の
類
も
駆
使
し
て
一
層
合
理
的
に
、
か
つ
幅
広
く
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
っ（
た

）
2

。

　

と
は
い
え
、
発
達
途
上
の
こ
う
し
た
エ
ス
テ
イ
ト
関
連
市
場
に

は
ま
だ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
権
利
登
記
シ
ス
テ
ム
な
ど
何
ら
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
事
情
も
手
伝
い
、
実
際
の
取
引
の
場
や
仲
介
（
業

者
）
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
当
時
の
雑
多
な
実
態
が
十
分
知
ら

れ
て
い
る
と
は
言
い
難（
い

）
3

。
本
稿
で
は
、
あ
る
時
期
、
ロ
ン
ド
ン

の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
そ
の
一
端
を
間
接
的
な
が
ら
担
っ
て
い
た

事
例
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
趨
勢
や
特
性
の
一
面

を
考
察
し
た
い
。

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
「
ザ
・
ブ
ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
内
、

「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
広
告
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト

　

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
体
制
期
に
初
め
て
登
場
し
た
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

が
以
後
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
多
様
な
学
術
文
化
の
交
流
、
情
報

交
換
や
各
種
商
取
引
な
ど
の
場
を
広
く
提
供
し
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ（
る

）
4

。
一
七
世
紀
末
、
ロ
ン
ド
ン
は
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー

デ
ン
地
区
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
ラ
ッ
セ
ル
・
コ
ー
ト
に

「
ザ
・
ブ
ル
ー
・
ボ
ー
ル
：
青
玉
亭
（the Blew

 BA
LL

）」
と

い
う
名
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
た
。
店
主
は
Ｂ
・
パ
リ
ー
と

い
う
人
物
で
、
彼
は
パ
ー
ト
ナ
ー
（
氏
名
不
詳
）
と
と
も
に
ハ
ウ

ス
内
に
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
（the O

FFICE

）」
な
る
も
の
を
開

設
し
て
い
た
。
ハ
ウ
ス
や
オ
フ
ィ
ス
で
扱
う
商
品
や
業
務
の
紹
介

宣
伝
の
た
め
、
彼
ら
は
片
面
刷
り
の
広
告
用
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
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（
ビ
ラ
）
を
継
続
的
に
発
行
し
、
店
内
に
（
恐
ら
く
回
覧
用
に
）

常
備
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
唯
一
現
存
し
て
い
る
そ
の
132
号
の
記

載
内
容
を
対
象
と
す（
る

）
5

。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
執
筆
し
た
と
思
し
い
本

号
の
内
容
は
、
主
と
し
て
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
扱
っ
て
い
た
土

地
家
屋
の
売
出
し
や
賃
貸
関
係
、
資
金
の
貸
付
や
職
務
・
仕
事
口

の
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
、
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
業
域
は
大
凡
、
情
報
提

供
を
含
む
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
発
刊
す
る
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
と
内
容
情
報

が
少
な
か
ら
ず
来
客
の
関
心
を
集
め
た
こ
と
は
、
冒
頭
で
次
の
よ

う
な
警
告
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。「
こ
の

と
こ
ろ
、
当
オ
フ
ィ
ス
に
用
向
き
の
あ
る
大
部
分
の
方
々
が
広
告

ビ
ラ
（Bill

）
を
持
ち
帰
る
事
態
が
常
習
化
し
、
そ
の
た
め
コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
備
品
が
失
わ
れ
、
結
果
と
し
て
多
く
の
人
々
が

広
告
に
眼
を
通
せ
な
く
な
っ
て
、
当
方
の
被
っ
た
損
害
は
甚
大
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
次
第
で
、
将
来
の
た
め
に
か
か
る
習

慣
を
な
く
す
こ
と
、
そ
し
て
私
へ
申
し
出
て
下
さ
れ
ば
、
入
用
と

さ
れ
る
誰
彼
で
あ
れ
そ
の
都
度
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
し
く
存
じ
ま（
す

）
6

。」

　

本
稿
が
主
た
る
テ
ー
マ
と
す
る
、
エ
ス
テ
イ
ト
や
建
物
家
屋
に

関
連
す
る
内
容
の
広
告
文
言
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

　
「
ロ
ン
ド
ン
か
ら
40
マ
イ
ル
近
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、（
現
在
）

年
間
160
ポ
ン
ド
で
賃
貸
さ
れ
て
い
る
エ
ス
テ
イ
ト
。
こ
の
上
も
な

く
完
成
さ
れ
た
邸
宅
（M

ansion H
ouse

）
が
建
ち
、
周
囲
に
は

優
美
な
庭
園
、
果
樹
園
、
養
魚
池
な
ど
が
あ
る
。
要
す
る
に
上
流

人
士
（a Person of Q

uality

）
の
居
住
に
見
合
っ
た
、
必
要
な

も
の
が
（
こ
こ
に
は
）
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常

な
買
い
得
物
件
（Penniw

orth

）
と
な
り
ま
す
。」
こ
の
物
件
は

ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
ス
テ
イ
ト
の
一
例
と
言
え
よ

う
が
、
エ
ス
テ
イ
ト
だ
け
で
な
く
既
存
の
空
き
邸
宅
付
き
で
あ
る

点
、
注
意
を
要
し
よ
う
。

　
「
年
間
収
入
340
ポ
ン
ド
を
上
回
る
グ
ロ
ス
タ
ー
シ
ャ
の
エ
ス
テ

イ
ト
、
及
び
そ
こ
に
建
つ
き
わ
め
て
壮
麗
な
邸
宅
。
こ
れ
は
破
格

の
買
い
得
物
件
（Peniw

orth

）
と
な
り
ま
す
。」
ロ
ン
ド
ン
の

ほ
ぼ
周
辺
州
に
位
置
す
る
エ
ス
テ
イ
ト
物
件
。
右
と
同
じ
く
空
き

邸
宅
付
き
で
あ
る
。

　
「（
ロ
ン
ド
ン
市
内
）
ム
ア
フ
ィ
ー
ル
ズ
付
近
の
家
屋
三
軒
、
入

居
状
況
良
好
。
借
家
人
た
ち
（T

enants

）
へ
の
賃
貸
期
間
は

（
目
下
）
五
年
間
。
年
間
家
賃
（Rent

）
総
額
は
370
ポ
ン
ド
。
買

い
得
物
件
（Penniw

orth

）
と
し
て
売
り
に
出
さ
れ
る
運
び
。

本
物
件
は
単
純
封
土
権
（fee Sim

ple

）
を
伴
い
ま
す
。」
こ
れ

は
ロ
ン
ド
ン
市
街
地
に
建
つ
家
屋
の
所
有
権
付
き
売
り
物
件
。
借

家
人
は
す
で
に
入
居
、
家
賃
収
入
が
継
続
的
に
見
込
め
る
こ
と
が
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強
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さ
れ
て
い
る
。

　
「
評
判
の
良
い
飲
食
店
で
建
ち
位
置
は
破
格
に
良
好
、
客
で
頗

る
賑
わ
っ
て
い
る
店
舗
が
、
手
頃
な
条
件
で
貸
し
出
さ
れ
る
予
定
。

地
下
貯
蔵
室
に
極
上
の
酒
類
・
飲
料
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
割

安
な
値
段
で
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
付
記
す

れ
ば
、
こ
れ
は
私
の
先
回
の
広
告
チ
ラ
シ
（Bill

）
に
載
っ
た
も

の
と
同
一
物
件
に
あ
ら
ず
。」
所
在
地
の
表
記
を
欠
く
が
、
推
測

す
る
に
こ
れ
は
恐
ら
く
ロ
ン
ド
ン
市
内
店
舗
の
居
抜
き
賃
貸
物
件

で
あ
ろ
う
。

　
「
当
方
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
15
マ
イ
ル
の
ザ
・
ウ
ェ
ル
ズ
付

近
で
、
貸
出
し
用
に
あ
ら
か
じ
め
家
具
の
準
備
の
整
っ
た
、
き
わ

め
て
上
品
な
宿
屋
（Lodginegs

）
を
い
く
つ
か
持
ち
合
わ
せ
て

お
り
、
そ
こ
で
は
上
流
人
士
の
居
住
や
気
晴
ら
し
に
適
し
た
設
備

が
す
べ
て
揃
っ
て
、
併
せ
て
ご
要
望
が
あ
れ
ば
四
輪
軽
装
馬
車

（Chariot

）
一
台
の
使
用
も
可
能
。
以
上
を
、
非
常
に
手
頃
な
条

件
で
お
貸
し
す
る
所
存
。」
ロ
ン
ド
ン
近
在
家
屋
の
賃
貸
物
件
で

あ
る
。「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
パ
ー
ト
ナ
ー
ら
自
ら
が
物
件
の
所
有

権
者
か
、
あ
る
い
は
所
有
権
者
か
ら
委
託
さ
れ
て
賃
借
者
を
募
っ

て
い
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
後
者
の
ケ
ー
ス
と

推
測
さ
れ（
る

）
7

。

　

以
上
の
記
載
を
踏
ま
え
る
と
、
取
引
対
象
で
あ
る
エ
ス
テ
イ
ト

（
空
き
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
含
む
）、
建
物
家
屋
が
、
各
々
区

分
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
エ

ス
テ
イ
ト
は
概
ね
「
カ
ン
ト
リ
ー
」
の
、
家
屋
は
多
く
が
「
シ
テ

ィ
」
恐
ら
く
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
、
そ
れ
ぞ
れ
物
件
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
市
中
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
ス
テ
イ

ト
や
市
街
の
建
物
家
屋
の
売
出
し
情
報
が
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
大

火
後
ロ
ン
ド
ン
の
急
速
な
市
街
地
開
発
の
過
程
で
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
・
リ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
建
物
家
屋
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と

と
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の
諸
州
で
売
り
に
出
さ
れ
た
エ
ス
テ
イ
ト
へ

人
気
が
集
ま
り
、
そ
の
購
入
（
＝
ジ
ェ
ン
ト
リ
・
フ
ァ
ミ
リ
の
創

始
）
を
希
望
す
る
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
を
多
く
含
む
新
参
者
か
ら
の

需
要
が
比
較
的
旺
盛
だ
っ
た
こ（
と

）
8

な
ど
を
考
慮
す
る
と
き
わ
め
て

理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
広

告
に
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
州
や
ウ
ェ
イ
ル
ズ
と
い
っ
た
遠
隔
地
の
エ
ス

テ
イ
ト
物
件
も
交
じ
っ
て
い（
た

）
9

。
そ
う
い
っ
た
広
告
は
、
毎
年
ロ

ン
ド
ン
の
「
シ
ー
ズ
ン
」
そ
の
他
に
参
集
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
の
貴

族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
い
っ
た
、
既
存
の
多
様
な
土
地
所
有
者
へ
向

け
た
ニ
ュ
ー
ズ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　

個
々
の
物
件
情
報
に
劣
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
な
概
括
的
な
宣
伝

文
句
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。「
ど
な
た
で
あ
れ
、
シ
テ
ィ

あ
る
い
は
カ
ン
ト
リ
ー
で
、
売
却
対
象
の
土
地
の
エ
ス
テ
イ
ト
権



一
七
世
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グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
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連
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一
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面

）

一
三
五　
（
二
六
五

や
家
屋
に
つ
い
て
宣
伝
広
告
を
掲
示
す
る
意
向
の
あ
る
人
に
は
、

当
オ
フ
ィ
ス
に
て
手
頃
な
条
件
で
仲
介
業
者
（Chapm

en

）
な

い
し
購
入
者
（Purchasers

）
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」。
彼
ら
自
身
が
情
報
提
供
を
含
む
、
仲
介
・
斡
旋
業
に
従
事

し
て
い
た
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
オ
フ
ィ
ス
を

介
し
た
土
地
建
物
の
取
引
に
際
し
、
次
の
如
き
周
到
な
注
意
が
喚

起
さ
れ
て
い
る
。「
願
わ
く
は
誰
彼
で
あ
れ
、
当
該
物
件
が
明
確

に
立
証
さ
れ
た
権
原
（（indisputable T

itles

）
を
伴
わ
ず
、
ま

た
そ
れ
を
穏
当
な
条
件
で
取
引
交
渉
さ
れ
る
ご
意
向
の
な
い
場
合

は
、
い
か
な
る
エ
ス
テ
イ
ト
、
家
屋
を
問
わ
ず
当
オ
フ
ィ
ス
で
広

告
を
出
そ
う
と
希
望
さ
れ
る
の
は
慎
ん
で
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。
そ
う
い
う
場
合
に
該
当
し
な
い
方
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
し

た
仲
介
業
者
（Chapm

an

）
な
ら
（
委
託
を
）
恐
れ
る
に
及
ば

ず
、（
し
か
も
）
取
引
は
考
え
得
る
最
大
限
、
内
密
に
対
処
し
て

も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
も
な
い
と
希
望
者
ご
本
人
に
も
当
方
に

も
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
と
な
り
ま
し
ょ
う
」。

土
地
売
買
取
引
の
仲
介
を
、
あ
る
い
は
仲
介
者
と
の
間
で
言
わ
ば

ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
務
め
る
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
と

し
て
は
、
売
買
・
取
引
対
象
の
土
地
建
物
に
関
し
伝
達
す
べ
き
確

か
な
原
情
報
、
と
り
わ
け
当
該
物
件
の
権
原
（title

）
に
つ
い
て

正
し
い
情
報
の
把
握
が
求
め
ら
れ（
た

）
10

。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
し
た

土
地
関
連
登
記
の
欠
如
に
加
え
、
売
買
取
引
の
活
況
・
広
範
化
に

伴
う
権
利
上
の
各
種
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
や
、
後
述
す
る
よ
う
な
、

土
地
や
建
物
に
長
期
の
譲
渡
抵
当
（
権
）
を
設
定
す
る
（
時
に
多

額
の
）
借
入
れ
が
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
事
情
、
と
も
無
関
係
で
は

あ
る
ま
い
。

エ
ス
テ
イ
ト
等
の
売
買
仲
介
、
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て　

　

マ
ナ
ー
体
制
が
再
編
さ
れ
つ
つ
形
態
上
は
存
続
し
て
い
た
カ
ン

ト
リ
ー
に
お
い
て
も
、
大
火
以
来
急
速
な
復
興
を
遂
げ
つ
つ
市
街

の
再
建
整
備
・
拡
張
が
進
行
し
た
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
て
も
、
一
七

世
紀
を
通
じ
て
エ
ス
テ
イ
ト
や
建
物
家
屋
の
売
買
は
、
曲
折
を
経

な
が
ら
次
第
に
活
況
を
呈
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
売
買
を
規
定
す

べ
き
い
か
な
る
基
準
も
制
度
・
機
構
も
、
ま
だ
体
系
的
に
整
っ
て

い
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
エ
ス
テ
イ
ト
関
連
の
権
利
売
買
は
無
秩
序
か
つ
雑
多
で
、

当
事
者
の
個
人
間
情
報
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

例
え
ば
農
村
部
で
は
有
力
な
テ
ナ
ン
ト
自
身
が
、
都
市
部
で
は
商

工
業
者
ら
が
購
入
希
望
者
で
、
あ
る
い
は
時
に
情
報
提
供
・
仲
介

者
の
役
割
も
果
た
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
得
た
、
と
推
定
さ
れ（
る

）
11

。
と

は
い
え
エ
ス
テ
イ
ト
の
譲
渡
・
売
買
業
務
に
は
益
々
、
土
地
法
制



史
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や
関
連
文
書
（
証
書
）、
加
え
て
金
融
・
会
計
な
ど
の
煩
雑
な
知

識
が
求
め
ら
れ
る
に
至
り
、
そ
の
実
務
は
法
律
関
係
者
（
主
に
事

務
系
の
下
位
法
曹
職
で
あ
る
ア
ト
ー
ニ
や
ソ
リ
シ
タ
ー
、
次
第
に

地
主
フ
ァ
ミ
リ
の
運
営
、
と
り
わ
け
家
族
［
厳
格
］
継
承
財
産
設

定
な
ど
財
産
方
面
に
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
コ
ン
ヴ
ェ
イ

ヤ
ン
サ
ー
＝
不
動
産
譲
渡
専
門
弁
護
士
ら
）、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー

（
測
量
査
定
士
）、
主
に
都
市
部
の
ス
ク
リ
ー
ヴ
ナ
ー
（
代
書
・
金

融
業
者
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
専
門
職
的
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
多
様

に
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い（
た

）
12

。
そ
し
て
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」

の
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
の
記
載
か
ら
は
、
こ
う
し
た
（
市
街
地
の
商

店
や
住
居
・
貸
間
も
含
め
た
）
土
地
・
建
物
に
絡
む
売
買
の
情
報

伝
達
や
仲
介
・
斡
旋
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、
当
世
ロ
ン
ド
ン
の
若
干

の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
も
ま
た
部
分
間
接
的
、
か
つ
小
規
模
な
が
ら

担
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
既
述
の
如
く
、「
ジ
・
オ

フ
ィ
ス
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
紹
介
す
る
（
又
は
場
合
に
よ
っ
て
は

彼
ら
自
身
も
含
む
）、
土
地
売
買
・
賃
貸
借
の
仲
介
業
者
（chap-

m
en

）
の
存
在
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
（
そ
の
種
の
業

者
が
土
地
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
扱
っ
て
い
た
ど
う
か
は
さ
し
お
き
）、

そ
の
点
で
考
慮
に
値
す
る
。
恐
ら
く
パ
ー
ト
ナ
ー
が
従
事
し
て
い

た
土
地
関
連
取
引
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
骨
子
は
、
土
地
建
物
の
購

入
、
売
却
、
賃
貸
借
の
希
望
者
に
向
け
て
広
く
情
報
を
提
供
し
、

時
に
は
直
接
当
事
者
へ
、
よ
り
一
般
的
に
は
実
務
的
な
仲
介
業
者
、

あ
る
い
は
こ
と
に
よ
る
と
法
律
関
係
者
や
ス
ク
リ
ー
ヴ
ナ
ー
ら
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
希
望
者
を
引
き
合
わ
せ
、
手
数
料
（fees

）
を
請
求
し

て
い（
た

）
13

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

譲
渡
抵
当
・
投
資
・
金
融
・
職
業
紹
介
…

　
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
で
は
可
能
な
限
り
情
報
秘
匿
を
守
り
つ
つ
、

広
く
金
銭
の
貸
付
、
つ
ま
り
融
資
業
務
も
行
な
っ
て
い
た
。
但
し

ど
の
程
度
ま
で
パ
ー
ト
ナ
ー
ら
の
自
己
資
金
に
よ
る
貸
付
か
、
あ

く
ま
で
彼
ら
を
通
じ
た
仲
介
が
主
体
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

利
子
負
担
の
条
件
さ
え
指
定
の
な
い
、
掲
載
さ
れ
た
短
文
か
ら
は

一
概
に
推
測
困
難
で
あ
る
が
、
多
く
は
後
者
に
該
当
し
た
と
推
察

さ
れ（
る

）
14

。
ま
た
、
金
銭
貸
付
の
際
の
担
保
物
件
と
し
て
求
め
ら
れ

た
の
は
、「
宝
飾
品
、
飾
り
輪
、
懐
中
時
計
、
プ
レ
ー
ト
、

等
々
」
と
並
ん
で
「
土
地
や
家
屋
、
等
々
」
が
挙
げ
ら
れ
、
と
り

わ
け
「
優
良
な
譲
渡
抵
当
（
物
件
）（good M

ortgages

）
さ
え

あ
れ
ば
、
当
方
で
は
ど
な
た
に
で
も
お
望
み
の
金
額
を
用
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
の
文
言
が
特
記
さ
れ
る
。
売
買
対
象
と
な

り
得
る
土
地
や
建
物
が
概
ね
有
利
な
担
保
物
件
と
見
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
、「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
仲
介
融
資
の
貸
付
先

と
し
て
商
業
関
係（
者

）
15

と
と
も
に
、
譲
渡
抵
当
権
設
定
可
能
な
土
地
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家
屋
の
所
有
者
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
が
推
察
で
き
る
。
す

な
わ
ち
ハ
バ
カ
ク
の
指
摘
し
た
如
く
、
主
に
一
七
世
紀
の
半
ば
以

降
、
家
族
継
承
財
産
設
定
（fam

ily settlem
ent

）
の
厳
格
化
と

併
せ
、
衡
平
法
上
の
受
戻
権
（equity of redem

ption

）
の
確

立
・
普
及
に
伴
っ
て
土
地
抵
当
制
、
と
り
わ
け
長
期
の
譲
渡
抵
当

貸
付
（
借
入
れ
）
が
発
達
し
、
そ
れ
が
格
好
の
融
資
条
件
を
構
成

し
た
ば
か
り
か
、
第
三
者
へ
譲
渡
可
能
な
抵
当
債
権
（
証
書
）
自

体
が
エ
ス
テ
イ
ト
の
単
純
封
土
権
購
入
に
匹
敵
す
る
有
望
な
投
資

先
と
な
っ
て
い
く
推（
移

）
16

が
こ
の
広
告
の
行
間
に
読
み
と
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
広
告
に
は
、
誰
で
あ
れ
年
金
受
給
権
（A

nnu-
ities

）
の
購
入
に
あ
た
っ
て
便
宜
を
計
ら
う
旨
の
記
載
が
あ（
る

）
17

。

地
主
フ
ァ
ミ
リ
の
遺
言
や
家
族
継
承
財
産
設
定
な
ど
と
も
絡
み
、

年
金
（
権
）
も
重
要
な
財
産
権
、
投
資
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
、
土
地
所
有
と
投
資
・
金
融
フ
ィ
ー
ル
ド
の
連
動
す
る
、
一

層
の
結
び
つ
き
が
兆
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
扱
う
職
務
や
仕
事
口
の
紹
介
・
斡
旋
は
、

土
地
家
屋
関
係
や
融
資
の
仲
介
に
劣
ら
ぬ
業
域
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
勤
務
地
、
年
間
俸
給
額
、
役
得
（Perquisites

）
の
有

無
、
志
願
者
適
性
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・
技
能
、
担
保
提
供
の
必

要
如
何
、
勤
務
上
の
負
担
の
程
度
な
ど
が
短
く
提
示
さ
れ
る
だ
け

で
、（
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
へ
出
か
け
る
と
思
し
い
若
い
貴
族
の

個
人
教
師
、
の
一
例
を
除
い
て
）
具
体
的
な
職
務
内
容
の
記
載
は

一
切
省
か
れ
て
い
る
。
土
地
関
連
の
売
出
し
広
告
な
ど
の
場
合
と

同
様
、
紙
幅
の
節
約
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら
の
主
た
る
役
割

は
情
報
提
供
と
仲
介
・
斡
旋
な
の
で
業
務
内
容
や
勤
務
条
件
の
詳

細
を
、
あ
く
ま
で
当
事
者
間
の
判
断
や
交
渉
に
委
ね
た
た
め
と
推

察
さ
れ（
る

）
18

。
な
お
、
勤
務
地
が
シ
テ
ィ
及
び
カ
ン
ト
リ
ー
（
カ
ン

ト
リ
ー
、
シ
テ
ィ
と
い
う
所
在
が
別
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
）
の

ほ
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
バ

ル
バ
ド
ス
島
に
ま
で
及
ん
で
い（
る

）
19

の
は
い
か
に
も
植
民
化
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
初
期
の
趨
勢
を
伝
え
て
、
一
八
世
紀
を
迎
え

る
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
相
応
し
か
ろ
う
。

　

こ
の
広
告
で
は
ト
レ
イ
ズ
マ
ン
向
け
の
担
保
融
資
や
、
各
種
ト

レ
イ
ド
の
業
務
や
権
利
確
保
の
、
そ
れ
ぞ
れ
代
行
引
受
も
提
案
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
（
の
子
弟
）
向
け
に
負
担
や

勤
務
の
少
な
く
て
済
み
、
代
理
人
（D

eputy

）
へ
の
委
託
可
能

な
職
務
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
従
事
者
の
資
質
・
技
能
と
し
て
時

に
要
求
さ
れ
る
の
は
会
計
（A

ccom
ptant

）、
法
律
の
知
識
、
書

記
・
筆
記
術
（clerks ; W

rite a legible H
and

）、
そ
の
他
で

あ（
る

）
20

。
と
り
た
て
て
明
記
は
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
カ
ン
ト
リ
ー

の
雇
用
先
に
は
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
や
ベ
イ
リ
フ
ほ
か
、
マ
ナ
ー
や
エ

ス
テ
イ
ト
の
管
理
の
職
種
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
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「
ト
レ
イ
ド
」
の
増
大
、
業
種
の
多
様
化
に
即
応
し
、
雑
多
な
エ

イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
務
も
幅
広
く
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
実
際
そ
れ

が
積
極
的
に
遂
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
雇
用
・
就
業
の

要
件
と
し
て
担
保
物
件
の
提
供
が
多
く
の
ケ
ー
ス
で
付
記
さ
れ
て

い
る
点
も
あ
ら
た
め
て
着
目
さ
れ
よ
う
。
勤
務
状
態
や
代
理
人
委

任
の
可
否
、
役
得
の
有
無
及
び
多
寡
が
就
業
希
望
者
の
関
心
を
引

く
項
目
た
り
得
た
一
方
で
、
志
願
者
の
職
務
適
性
や
資
質
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
何
ら
か
担
保
物
件
の
差
入
れ
が
多
く
の
雇
用
主
の

要
望
で
、
情
報
提
供
を
起
点
と
す
る
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
務
に
と

っ
て
も
無
視
し
得
ぬ
確
認
事
項
だ
っ
た
事
情
が
察
せ
ら
れ
る
。

拡
大
す
る
「
ト
レ
イ
ド
」
と
、
土
地
関
連
市
場 

　

以
上
、
筆
者
は
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
「
ザ
・
ブ

ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
内
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
に
置
か
れ
た
広
告
ブ

ロ
ー
ド
シ
ー
ト
132
号
の
記
載
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
一
七

世
紀
末
期
段
階
で
の
エ
ス
テ
イ
ト
・
建
物
家
屋
の
売
買
状
況
、
す

な
わ
ち
土
地
関
連
市
場
の
個
別
的
な
一
側
面
を
捉
え
よ
う
と
試
み

た
。
他
方
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
片
面
刷
り
の
ビ
ラ
を
一
瞥
す
る
だ

け
で
も
、
エ
ス
テ
イ
ト
所
有
関
係
者
の
ほ
か
卸
売
商
、
小
売
商
、

ト
レ
イ
ズ
マ
ン
と
い
っ
た
商
工
従
業
者
向
け
な
ど
の
融
資
仲
介
、

権
利
・
権
益
の
確
認
文
書
化
、
植
民
地
に
ま
で
及
ぶ
人
材
募
集
・

雇
用
先
紹
介
、
さ
ら
に
恐
ら
く
エ
ス
テ
イ
ト
関
連
や
政
府
行
政
・

裁
判
所
役
職
も
含
む
種
々
の
職
務
代
行
（
及
び
代
行
者
の
存
在
の

示
唆
）…
と
い
っ
た
記
述
内
容
に
、
国
内
外
で
多
様
に
拡
大
し
つ

つ
あ
っ
た
「
ト
レ
イ
ド
」
の
裾
野
の
一
端
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
エ

イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
の
介
在
を
、
そ
こ
に
多
少
の
宣
伝
的
誇
張
表
記

は
あ
れ
、
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ（
う

）
21

。
エ
ス
テ
イ
ト
や
建
物
家

屋
を
め
ぐ
る
市
場
も
ま
た
、
利
子
率
と
い
っ
た
諸
要
因
を
含
め
商

工
業
や
金
融
な
ど
の
領
域
に
生
じ
る
趨
勢
や
動
態
に
従
前
よ
り
強

く
連
動
し
、
広
範
な
「
ト
レ
イ
ド
」
の
一
個
の
要
素
を
な
し
て
い

く
実
態
が
漠
然
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

と
は
い
え
、
当
時
の
土
地
関
連
市
場
は
依
然
と
し
て
、
雑
多
で

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
介
す
る
、
体
系
的
な
ら
ざ
る

状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
取
引
の
基
礎
と
な
る
物
件
情
報
さ
え
、

少
な
か
ら
ず
曖
昧
、
か
つ
不
正
確
な
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
エ
ス
テ
イ
ト
や
建
物
家
屋
と
い
っ
た
財
を
め
ぐ
る
特（
性

）
22

も
加
わ

り
、
売
買
市
場
機
能
の
脆
弱
性
は
以
後
も
長
く
、
根
本
的
に
は
解

決
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
土
地
関
連
市
場
に
は
、
大
小
雑

多
な
仲
介
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
態
が
無
秩
序
に
附
随
す
る
余
地

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
の
発
行
よ
り
少
し
前
か
ら
提
唱
さ
れ
て

き
た
土
地
登
記
所
の
設
立
構
想
は
土
地
関
連
市
場
の
か
よ
う
な
混



一
七
世
紀
末
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
関
連
市
場
の
一
側
面

）

一
三
九　
（
二
六
九

乱
や
不
全
状
態
を
是
正
し
て
、
一
層
、
金
融
と
連
動
し
得
る
信
用

性
を
高
め
、
市
場
機
能
の
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
で
あ
っ

た
と
言
え
よ（
う

）
23

。
ま
た
そ
も
そ
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
の
対

抗
を
図
っ
た
土
地
銀
行
の
設
立
企
画
な
る
も
の
も
、
こ
の
世
紀
の

と
り
わ
け
後
期
、
既
述
の
如
く
土
地
を
抵
当
と
す
る
長
期
の
資
金

調
達
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た
事
実
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か

ろ
う
。
土
地
譲
渡
・
移
転
の
文
書
登
録
化
を
論
じ
た
、
故
サ
ー
・

マ
シ
ュ
ー
・
ヘ
イ
ル
（
王
座
裁
判
所
首
席
裁
判
官
な
ど
を
務
め
た

一
七
世
紀
の
著
名
な
法
律
家
）
の
著
述
が
右
の
広
告
よ
り
少
し
前

に
死
後
刊
行
さ
れ
、
市
街
地
デ
ヴ
ェ
ロ
ッ
パ
ー
の
ニ
コ
ラ
ス
・

バ
ー
ボ
ン
ら
と
と
も
に
土
地
銀
行
企
画
を
主
導
し
た
ジ
ョ
ン
・
ア

ス
ギ
ル
が
、
右
の
広
告
と
大
体
同
じ
時
期
に
土
地
銀
行
企
画
の
開

始
を
公
け
に
宣
言
・
報
告
し
、
土
地
登
記
所
設
立
推
進
論
も
発
刊

し
て
い（
る

）
24

の
は
意
味
深
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
知
の
通
り
土

地
銀
行
の
計
画
は
創
設
・
運
営
に
伴
う
資
金
問
題
な
ど
で
、
当
該

銀
行
の
開
業
さ
え
実
現
せ
ず
あ
っ
け
な
く
挫
折
し
、
他
方
、
土
地

登
記
所
の
設
置
も
以
後
容
易
に
進
展
が
な
く
、
錯
綜
し
た
経
路
を

た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
現
実
を
わ
れ
わ
れ
は
指
摘
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
一
八
世
紀
に
入
り
、
新
富
裕
層
の
構
成
及
び
彼
ら
の
エ

ス
テ
イ
ト
観
な
ど
に
生
じ
た
諸
変
化
と
併
行
し
て
大
規
模
エ
ス
テ

イ
ト
が
漸
次
強
化
さ
れ
、
土
地
所
有
、
地
主
社
会
に
あ
る
種
、
安

定
の
構
図
が
現
出
し
て
い
く
な
か
、
公
債
や
株
式
の
ほ
か
（
右
の

広
告
に
も
記
述
の
あ
る
）
年
金
受
給
権
、
抵
当
証
書
と
い
っ
た
、

エ
ス
テ
イ
ト
及
び
動
産
と
対
比
し
得
る
資
産
形
態
が
拡
大
し
、
定

着
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
土
地
市
場
も
一
層
、
複
雑
に
高
度
化
し

て
い（
く

）
25

が
、
し
か
し
個
々
の
売
買
取
引
は
私
的
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
プ
ロ
セ
ス
を
脱
却
で
き
な
か
っ
た
。
か
か
る
形
勢
も
考
え
合

わ
せ
な
が
ら
「
ザ
・
ブ
ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
内
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」

の
広
告
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
132
号
の
記
事
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、

「
ト
レ
イ
ド
」
の
全
体
的
増
勢
を
は
じ
め
発
行
時
の
社
会
・
経
済

状
況
の
側
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
以
後
し
ば
ら
く

引
き
続
く
土
地
・
家
屋
関
連
の
市
場
や
取
引
の
固
有
な
一
面
を
認

識
し
、
と
り
わ
け
一
七
世
紀
末
、
一
部
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
担
っ

た
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
及
び
仲
介
者
的
役
割
、
言
わ
ば

エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
態
を
窺
い
知
る
、
さ
さ
や
か
な
一
個
の
手
が

か
り
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

註（
1
）　

近
代
初
期
に
見
る
土
地
所
有
、
土
地
市
場
に
つ
い
て
は
、
一
連

の
Ｊ
・
ハ
バ
カ
ク
の
研
究
成
果
が
依
然
、
有
用
な
基
本
構
図
を
提

供
し
て
い
る
。
ハ
バ
カ
ク
、
川
北
稔
訳
『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
農
業
問
題
』（
社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
41
、
未
来
社
、
一
九

六
七
年
）。
そ
の
う
ち
と
り
わ
け
、「
一
六
八
〇
―
一
七
四
〇
年
の



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
四
〇　
（
二
七
〇

イ
ギ
リ
ス
地
主
制
」（
7
～
46
頁
）「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
土
地

市
場
」（
81
～
115
頁
）
を
参
照
。
後
年
の
研
究
も
踏
ま
え
、
結
婚
と

相
続
、
分
与
、
負
債
の
あ
り
よ
う
、
土
地
に
見
ら
れ
る
需
給
関
係
、

土
地
所
有
階
層
の
概
容
な
ど
諸
項
目
を
集
成
し
た
、J. H

abak-
kuk, M

arriage, D
ebt and the E

states System
: E

nglish 
Landow

nership 1650-1950 （O
xford, 1994

） 

も
参
照
。 　

近
代
初
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
農
村
の
マ
ナ
ー
経
営
の
人
的
編
成
、

専
門
職
能
化
傾
向
に
窺
わ
れ
る
市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
現
わ
れ

に
つ
い
て
は
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
（
測
量
査
定
士
）、

ト
マ
ス
・
ク
レ
イ
の
筆
に
な
る
、T

hom
as Clay, A

 Chrologi-
call D

iscovse of the w
ell ordering, disposing and gouern-

ing of an H
onorable estate or R

euennue, ...（London, 
1619

）
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
高
橋
裕
一
「
一
七
世
紀
初
期

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ス
テ
イ
ト
管
理
と
専
門
職
―
ト
マ
ス
・
ク
レ

イ
の
著
作
か
ら
―
」（『
史
学
』
第
八
九
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
二

〇
年
）
55
～
80
頁
を
参
照
。

（
2
） 　
Ｊ
・
ハ
バ
カ
ク
の
王
立
歴
史
学
会
会
長
講
演
（Presidential 

A
ddress

）
に
基
づ
く
、H

. J. H
abakkuk, ʻT

he Rise and Fall 
of English Landed Fam

ilies, 1600-1800ʼ, T
ransactions of 

R
oyal H

istorical Society, 5
th ser., vol. 29-31, 1979-81.

の
な

か
で
、
と
り
わ
けvol. ‌31 

（III. D
ID

 T
H

E GEN
T

RY
 RISE?

）, 
pp. 195-204

を
参
照
。
こ
の
講
演
三
回
分
の
邦
訳
と
し
て
、
ハ
バ

カ
ク
著
、
高
橋
裕
一
訳
『
土
地
の
社
会
史
』（
慶
應
通
信
、
一
九
八

六
年
）
が
あ
る
。

地
価
基
準
（
土
地
の
購
買
年
数
）
と
利
子
率
と
の
連
動
性
に
つ

い
て
は
、
一
六
九
一
年
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
明
瞭
に
論
及
し
て

い
る
。
ロ
ッ
ク
著
、
田
中
正
司
・
竹
本
洋
訳
『
利
子
・
貨
幣
論
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）、
54
～
60
頁
。

内
乱
期
及
び
王
政
復
古
期
の
土
地
所
有
に
対
す
る
政
治
的
影
響

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
・
サ
ー
ス
ク
博
士
の
初
期
の
研
究
（
例
え
ばJ. 

T
hirsk, ʻT

he Sales of Royalist Land during the Interreg-
num

ʼ, E
conom

ic H
istory R

eview
, 2

nd ser., vol. 5, 1952.

な

ど
）
は
現
在
で
も
熟
読
に
値
し
よ
う
。
他
に
一
点
だ
け
挙
げ
れ
ば
、 

J. H
abakkuk, ʻT

he Land Settlem
ent and the Restoration 

of Charles II̓, T
ransactions of R

oyal H
istorical Societyʼ, 

5
th ser., vol. 28, 1978.

な
お
、
一
七
世
紀
に
あ
っ
て
土
地
関
連
市
場
形
成
の
進
行
を
推

測
さ
せ
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
な
る
文

献
史
料
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
二
点
（
世
紀
の
初
頭
、
後
半
各
一

点
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

John N
orden, T

he Surueyor[ʻs] D
ialogue 

（London, 
1607

）. 

こ
の
著
作
に
は
、
当
時
ま
だ
「
新
参
の
技
術
（an up-

start arte, p. 18.

）」
だ
っ
た
サ
ー
ヴ
ェ
イ
（
測
量
査
定
）
業
務

に
概
ね
領
主
の
代
理
人
と
し
て
従
事
し
た
著
者
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
の
視
点
が
濃
厚
に
顕
わ
れ
て
い
る
。
一
六
〇

七
年
刊
行
の
初
版
の
第
一
篇
（T

he first Booke

）
の
な
か
で
早

く
も
、
比
較
的
富
裕
な
テ
ナ
ン
ト
間
に
見
ら
れ
た
保
有
地
の
一
層

有
利
な
権
利
の
高
値
確
保
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
自
由
保
有
権
な
ど

の
購
入
を
欲
得
ず
く
の
野
望
に
駆
ら
れ
て
張
り
合
い
、
互
い
に
競

合
す
る
動
き
（avaricious em

ulation

）
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い

る
（pp. 8-10

）。
一
六
一
〇
年
刊
行
の
第
二
版
に
は
、
手
持
ち
金

1000
マ
ー
ク
で
単
純
封
土
権
付
き
の
自
由
保
有
地
の
購
入
を
希
望
す



一
七
世
紀
末
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
関
連
市
場
の
一
側
面

）

一
四
一　
（
二
七
一

る
野
心
的
な
テ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
マ
ー
に
対
し
、
著
者
の
分
身
＝

「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
自
由
保
有
と
定
期
借
地
の
そ
れ
ぞ
れ
利
点
や

欠
点
を
対
比
提
示
し
つ
つ
、
投
資
額
そ
の
他
か
ら
見
て
分
相
応
な

21
年
間
の
定
期
借
地
権
の
買
入
れ
を
推
奨
す
る
、
い
わ
ば
土
地
投

資
手
引
た
る
第
六
篇
（T

he sixt

［h

］ Booke, pp. 207-220.

）
が

追
補
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
書
の
第
二
版
の
刊
行
を
一
六
〇
八
年

と
見
な
し
、
追
補
部
分
の
採
録
さ
れ
た
の
は
第
三
版
（
一
六
一
八

年
刊
行
）
に
お
い
て
、
と
す
る
ハ
バ
カ
ク
の
記
述
（T

ransac-
tions of R

oyal H
istorical Society, 5

th ser., vol. 31, p. 202.

）

は
誤
り
で
あ
る
。

S

（tephen

）. P

（rim
att

）., T
he C

ity and C
ountry P

ur-
chaser and Builder 

（London, 1667; the second edition 
m

uch enlarged by W
illiam

 Leybourne, 1680

）. 

ロ
ン
ド
ン
市

街
地
関
連
の
家
屋
建
築
と
そ
の
仕
様
・
価
額
評
価
指
針
、
そ
れ
に

従
事
し
た
職
人
等
々
を
め
ぐ
る
記
述
（T

he Second Book.

）
の

ほ
か
、
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
ス
テ
イ
ト
の
購
入
希
望
者
へ
向
け
た
一

般
的
ル
ー
ル
、
土
地
の
様
態
、
そ
れ
ら
に
応
じ
た
価
額
算
定
や
状

況
説
明
な
ど
（T

he First Book.

）
を
含
む
（
第
二
版
で
は
市
街

家
屋
の
建
築
に
際
し
て
の
間
取
り
、
設
計
、
工
事
分
担
な
ど
が
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
イ
バ
ー
ン
の
補
筆
に
よ
るT

he 
T

hird Book.

で
述
べ
ら
れ
る
）。
一
六
六
〇
年
代
に
至
り
、
従
来

か
ら
の
20
購
買
年
数
と
い
う
地
価
基
準
を
維
持
し
た
の
は
概
ね
、

優
良
テ
ナ
ン
ト
や
商
品
市
場
の
確
保
及
び
土
地
を
抵
当
と
す
る
借

入
れ
が
比
較
的
容
易
だ
っ
た
首
都
の
周
辺
諸
州
に
限
ら
れ
、
ヨ
ー

ク
シ
ャ
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
、
サ
フ
ォ
ー
ク
ほ
か

の
各
州
で
は
、
も
は
や
そ
れ
が
15
～
17
購
買
年
数
に
と
ど
ま
っ
て
、

い
わ
ば
地
域
差
が
定
着
化
し
た
こ
と
（the first ed., pp. 14-16

）、

さ
ら
に
地
下
資
源
の
存
在
と
い
っ
た
条
件
で
各
種
農
工
用
地
の
価

額
評
価
や
数
量
的
扱
い
に
違
い
が
生
じ
て
き
た
こ
と
（op. cit., 

pp. 25-33

）、
な
ど
の
諸
点
が
子
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
か
か
る

趨
勢
は
一
七
世
紀
の
後
期
に
入
っ
て
ひ
と
き
わ
顕
著
と
な
る
。

（
3
） 　

留
保
つ
き
な
が
ら
土
地
売
却
の
実
勢
を
伝
え
る
指
標
と
し
て

ハ
バ
カ
ク
は
、
和
解
譲
渡
と
議
会
個
別
立
法
（
私
法
律
）
の
二
つ

に
生
じ
た
件
数
の
推
移
、
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
は

現
実
の
土
地
移
転
の
あ
る
種
、
便
法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
前
掲

訳
書
、『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
問
題
』
中
、「
一
八

世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
市
場
」、
85
～
87
頁
。H

abakkuk, ʻT
he 

Rise and Fall of English Landed Fam
ilies, 1600-1800ʼ, 

T
ransactions of R

oyal H
istorical Society, 5

th ser., vol. 30, 
1980, pp. 200-202.; vol. 31, 1981, pp. 195-198.

（
4
） 　
「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
」、「
ロ
イ
ズ
」、「
ギ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
ズ
」「
マ

リ
ン
」
そ
の
他
多
く
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
当
時
、
株
式
や
保
険
、

商
工
業
、
郵
便
、
競
売
、（
ニ
ュ
ー
ト
ン
学
派
）
自
然
哲
学
普
及
な

ど
に
介
在
し
、
同
時
に
あ
る
種
の
金
融
・
信
用
市
場
の
一
端
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
で

は
取
引
の
締
結
、
契
約
の
策
定
、
船
の
沈
没
、
競
売
の
実
施
、
株

式
の
売
出
し
と
い
っ
た
、
商
売
絡
み
の
情
報
話
が
飛
び
交
っ
て
い

た
」（M

. C. Jacob and L. Stew
art, Practical M

atter: N
ew

-
tonʼs Science in the Service of Industry and E

m
pire 

1687-1851 

（H
arvard U

. P., 2004

）, p. 74.

）。
ニ
ュ
ー
ト
ン
学

派
自
然
哲
学
の
議
論
や
啓
蒙
活
動
と
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
と
の
か
か

わ
り
は
、L. Stew

art. T
he R

ise of Public Science 

（Cam
-



史
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第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
四
二　
（
二
七
二

bridge U
. P., 1992

）
に
詳
し
い
（
と
り
わ
け
、pp. 143-151, 

171-173, and passim
.

）。
一
八
世
紀
初
頭
、
多
く
の
コ
ー
ヒ
ー

ハ
ウ
ス
で
は
口
頭
で
の
情
報
交
換
以
外
に
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

か
ニ
ュ
ー
ズ
の
類
が
発
行
（
店
内
回
覧
）
さ
れ
、
来
客
は
各
種
商

取
引
、
船
の
出
航
、
競
売
な
ど
に
つ
い
て
多
様
な
最
新
情
報
が
入

手
で
き
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
広
告
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
も
概
ね
、

そ
う
し
た
部
類
の
比
較
的
早
期
の
メ
デ
ィ
ア
事
例
に
属
す
る
も
の

と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

（
5
）　
「
ザ
・
ブ
ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
の
営
業
し
て
い
た
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・

ガ
ー
デ
ン
地
区
に
は
、
少
な
か
ら
ず
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
店
を
構

え
、
例
え
ば
ウ
ィ
ッ
グ
系
の
政
客
ら
を
常
連
と
す
る
「
バ
ト
ン

ズ
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。Jacob and Stew

art, op., cit., p. 
64.

本
稿
で
用
い
る
の
は
、T

he O
ffi

ce, at the Blew
 Ball in 

R
ussel-Court, in Bridges-Street Covent-G

arden, N
um

b. 
132. 

（London, 1696: Goldsm
ithsʼ Lib. cat., 3229; Gold-

sm
ithsʼ-K

ress library of econom
ic literature, no. 3229

）.　

以
下
、T

he O
ffi

ce, n. 132.

と
略
記
。
発
行
さ
れ
た
一
六
九
六

年
は
、
例
え
ば
同
業
の
「
ロ
イ
ズ
」
が
ロ
ン
バ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー

ト
へ
移
っ
て
大
体
五
年
目
に
あ
た
る
頃
で
あ
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、

本
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
（
132
号
）
の
末
尾
に
は
、
悪
酔
い
や
体
力
消

耗
に
著
効
を
示
す
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
貴
族
の
愛
用
し

た
由
緒
正
し
い
薬
用
ド
ロ
ッ
プ
（Lozenges

）
を
宣
伝
す
る
欄
が

あ
り
、
稀
少
品
ゆ
え
当
店
で
の
み
入
手
可
能
、
云
々
と
ま
こ
と
し

や
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
本
号
発
行
の
少
し
前
、
ザ
・
リ

ト
ル
・
マ
イ
ノ
リ
ー
ズ
の
ヘ
イ
ド
ン
・
ヤ
ー
ド
で
「
ザ
・
ブ

ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
と
い
う
同
名
店
舗
が
営
業
し
て
い
た
（
コ
ヴ
ェ

ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
と
の
か
か
わ
り
や
、
コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス
か
薬
種
商
か
兼
営
か
、
な
ど
不
詳
）
が
、
そ
こ
で
宣

伝
・
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は
、
店
主
エ
ル
ミ
ー
氏
（M

r. Elm
y

）

の
著
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
右
記
の
薬
用
ド
ロ
ッ
プ
と
概

ね
類
似
し
た
、
各
種
疾
病
や
症
状
に
効
能
あ
り
と
称
さ
れ
る
丸
薬

（pills

）
で
あ
っ
た
。
当
時
、
コ
ー
ヒ
ー
、
テ
ィ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
タ
バ
コ
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
な
ど
も
大
抵
、
諸
々
の
し
ば

し
ば
怪
し
げ
な
薬
効
を
謳
っ
て
供
さ
れ
て
い
た
事
実
は
公
知
の
如

く
で
あ
る
。A

D
V

ERT
ISEM

EN
T

. in T
he O

ffi
ce, n. ‌132; 

M
r. Elm

y, A
t the blew

 Ball in H
eydon yard in the Little 

M
inories, L

ondon, near the T
ow

er, liveth one M
r. 

E
lm

y, operator, w
ho prepareth that m

ost excellent and 
successful arcana, Pilula H

om
ogenea. 

（London: s. n., be-
tw

een 1673 and 1680

） ［Early English Books O
nline the 

T
ext Creation Partnership w

ebsite. D
igital Library eX

-
tension Service; U

niv. of M
ichigan Library

］
二
つ
の
「
ザ
・

ブ
ル
ー
・
ボ
ー
ル
」
に
想
定
さ
れ
る
営
業
時
期
と
比
較
的
近
い
刊

行
の
、
薬
効
に
か
か
わ
る
言
及
を
伴
っ
た
嗜
好
飲
料
の
文
献
（
匿

名
）
を
一
点
、
挙
げ
て
お
く
。A

non., T
he N

atural H
istory of 

Coffee, T
hee, Chololate, T

obacco. ... （London, 1682

）.

（
6
）　T

he O
ffi

ce, n. ‌132. 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
満
た
な
い
一
面
刷

り
の
広
告
ビ
ラ
は
比
較
的
迅
速
、
か
つ
広
範
な
情
報
提
供
の
一
手

段
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ま
だ
知
名
度
の
低
い
専
門
職
だ
っ
た
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
一
部
は
早
く
も
、
ロ
ン
ド
ン
市
中
の
街
柱
に
ビ
ラ

（bills
）
を
貼
り
つ
け
、
職
能
や
業
務
内
容
を
顧
客
へ
ア
ピ
ー
ル
し



一
七
世
紀
末
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
関
連
市
場
の
一
側
面

）

一
四
三　
（
二
七
三

て
い
た
。
か
か
る
状
況
を
伝
え
る
記
述
と
し
て
は
、N

orden, op. 
cit., pp. 14-15. 

を
参
照
。
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
が
自
ら
の
職
業
ア

ピ
ー
ル
を
主
眼
に
発
行
し
た
、
こ
れ
ら
広
告
ビ
ラ
の
き
わ
め
て
初

期
の
一
例
に
、Radulph A

gas, T
o all persons w

hom
 these 

presents m
ay concerne, of w

hat estate and degree soever. 

（London, 1596

） 

が
あ
る
。

（
7
）　

以
上
、T

he O
ffi

ce, n. ‌132.

（
8
）　

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
ロ
ン
ド
ン
市

街
地
デ
ヴ
ェ
ロ
ッ
パ
ー
、
ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ー
ボ
ン
が
一
七
世
紀
後

期
に
現
実
に
行
な
っ
た
そ
の
仕
組
み
の
一
端
を
、
知
人
の
法
律
家

ロ
ジ
ャ
ー
・
ノ
ー
ス
が
印
象
的
に
描
写
し
、
自
叙
伝
の
な
か
で
記

述
し
て
い
る
。P. M

illard 

（ed.
）, N

otes of M
e: T

he A
utobi-

ography of R
oger N

orth, pp. 124-126. 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一

八
、
九
世
紀
の
過
程
で
一
層
確
立
、
定
着
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
、D

. Cannadine and D
. Reeder 

（ed.

）, E
xplor-

ing the urban past: E
ssays in urban history by H

. J. D
yos 

（Cam
bridge U

. P., 1982

）, 10. T
he speculative builders 

and developers of V
ictorian London, pp. 154-178.

な
ど
を

参
照
。 

ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
諸
州
に
顕
著
と
な
っ
た
エ
ス
テ
イ
ト
の

相
対
的
な
高
価
額
と
そ
の
背
景
は
、
註（
2
）で
紹
介
し
た
如
く
、

S

（tephen

）. P

（rim
att

）., T
he City and Country Purchaser 

and Builder

の
叙
述
（
と
り
わ
け
、first ed., pp. 14-16

）
で

明
瞭
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
ハ
バ
カ
ク
訳
書
『
十
八
世
紀
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
問
題
』、
102
～
104
頁
も
参
照
。

（
9
）　T

he O
ffi

ce, n. ‌132.

（
10
）　T

he O
ffi

ce, n. ‌132. 

な
おchapm

an

の
具
体
像
、
実
態
に

つ
い
て
は
も
と
よ
り
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
仲
介
業
者
も
し
く
は

漠
然
た
る
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
か
、
あ
る
い
は
法
曹
職
、
ス
ク
リ
ー
ヴ

ナ
ー
と
い
っ
た
専
門
職
的
エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ

れ
ら
を
雑
多
に
含
む
総
体
を
漠
然
と
指
す
、
広
義
の
用
語
と
推
測

さ
れ
る
。
一
七
世
紀
後
期
、
こ
の
広
告
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
よ
り
以

前
に
刊
行
さ
れ
た
前
出
Ｓ
・
プ
リ
マ
ッ
ト
が
著
述
の
な
か
で
、
地

主
が
（
土
地
）
抵
当
借
入
れ
を
迫
ら
れ
た
場
合
、
通
常
な
ら
ば
そ

の
窓
口
た
り
得
る
金
融
仲
介
業
者
の
類
をChapm

an

と
表
記
し

て
い
る
点
、
後
述
の
土
地
登
記
所
の
設
立
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か

で
登
記
制
反
対
論
を
唱
え
る
匿
名
氏
が
、
既
存
地
主
が
自
ら
所
有

地
の
処
分
裁
量
権
を
行
使
で
き
る
場
合
、
も
し
土
地
関
連
以
外
の

ト
レ
イ
ド
へ
向
け
る
資
金
調
達
が
入
用
な
ら
、
所
有
地
を
抵
当
に

借
財
す
る
の
に
伴
う
長
引
く
危
険
を
冒
す
よ
り
、
き
わ
め
て
低
廉

な
費
用
負
担
でchapm

en

を
起
用
し
、（
売
却
を
）
委
ね
た
方
が

よ
ほ
ど
好
都
合
と
訴
え
て
い
る
点
を
、
併
せ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

S. P. 

（the first ed.

）, op. cit., pp. 15-16; A
non., R

easons 
against a R

egistry of Lands, &
c. ... 

（London, 1678

）, pp. 
3-4.エ

ス
テ
イ
ト
の
権
原
に
つ
い
て
は
、
前
出
ノ
ー
ド
ゥ
ン
が
早
く

も
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
第
二
版
の
追
補
部
分
（
第
六
篇
）

で
、
土
地
の
売
買
に
先
立
っ
て
、
と
り
わ
け
購
入
者
が
先
ず
第
一

に
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
権
原
（T

itle

）
の
あ
り
よ
う
の
確
認
を

挙
げ
、
そ
の
上
で
証
拠
資
料
と
な
る
文
書
の
策
定
を
教
示
し
て
い

る
事
実
が
あ
る
（
前
出
プ
リ
マ
ッ
ト
も
、
土
地
・
家
屋
の
買
い
手

が
有
能
な
法
律
家
ら
の
助
言
を
仰
ぎ
事
前
に
権
限
（T

itle

）
の
内



史
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第
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）

一
四
四　
（
二
七
四

容
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
売
り
手
の
側
も
正
直

な
取
引
を
心
が
け
て
権
原
の
正
確
な
詳
細
を
買
い
手
に
包
み
隠
さ

ず
伝
え
な
い
と
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
そ
の
子
孫
に
ま
で
し
ば
し

ば
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
、
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
）。
加

え
て
ノ
ー
ド
ゥ
ン
は
、
小
規
模
な
土
地
の
売
買
契
約
（bar-

gaine
）
に
か
か
わ
る
証
拠
書
類
（Euidence

）
の
文
言
で
さ
え
昨

今
、
か
つ
て
伯
領
の
譲
与
（the grant of a Earledom

e

）
に
要

し
た
語
数
に
劣
ら
ず
長
大
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
実
を
指
摘
し
た
。

ま
た
エ
イ
ガ
ス
（
ア
ッ
ガ
ス
）
の
ビ
ラ
に
は
、
専
門
的
な
サ
ヴ
ェ

イ
ヤ
ー
た
る
条
件
の
一
つ
に
慣
習
的
な
保
有
諸
条
件
（T

en-
ures

）
及
び
あ
ら
ゆ
る
内
容
の
権
原
（T

itles

）
に
関
す
る
完
璧

な
知
識
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
付
記
し
て
お
く
。N

orden, 
T

he Svrveiors D
ialogve 

（Second ed., London, 1610

）, p. 
219.

（p. ‌119

の
原
文
表
記
は
誤
植
）; S. P., op. cit., pp. 12-13.; 

A
gas, op. cit.　

（
11
）　

例
え
ば
農
村
に
あ
っ
て
は
一
部
の
（
恐
ら
く
相
応
に
有
力
な
）

テ
ナ
ン
ト
や
能
力
の
低
い
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
間
に
、
様
々
な
保
有

条
件
の
農
地
の
価
額
や
評
価
を
、
専
門
の
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
と
は
別

個
に
自
分
た
ち
の
勝
手
な
判
断
で
見
積
も
り
、
し
ば
し
ば
周
囲
へ

触
れ
回
っ
て
歩
く
者
が
お
り
、
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
如
き
測
量
査
定
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
彼
ら
を
「
私
用
の
情
報
屋priuate intelli-

gencers

」「
出
し
ゃ
ば
り
の
通
報
者offi

cious inform
ers

」
な
ど

と
蔑
視
し
た
（N

orden, T
he Surueyor[ʼs] D

ialogue, 

（First 
ed., 1607

）, p. 7.

）。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
集
団
に
は
、
単
に
情
報

提
供
（
時
に
売
買
仲
介
）
者
だ
け
で
な
く
、
他
な
ら
ぬ
自
身
が
自

由
保
有
地
も
し
く
は
単
純
封
土
権
付
き
土
地
の
購
入
希
望
者
と
い

う
存
在
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
緊
張
と
き
わ
ど

い
均
衡
の
さ
な
か
、
土
地
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
註（
2
）

に
も
引
用
し
た
如
く
張
り
合
いem

ulation

す
な
わ
ち
一
種
、
限

定
さ
れ
た
市
場
的
競
争
が
生
起
し
つ
つ
あ
っ
た
光
景
を
、
ノ
ー
ド

ゥ
ン
は
細
か
く
活
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
別
稿
に
譲

り
た
い
。

（
12
）　

エ
ス
テ
イ
ト
の
売
買
取
引
に
介
在
す
る
専
門
業
者
、
専
門
職
の

役
割
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
前
出
のH

abakkuk, M
ar-

riage, D
ebt and the E

states System
, pp. 65-73, 546-547

を

参
照
。

個
々
の
専
門
領
域
に
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
触
れ
な
い
が
、
例
え

ば
ス
ク
リ
ー
ヴ
ナ
ー
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
は
、D

. C. Colem
an, 

ʼLondon Scriveners and the Estate M
arket in the later 

Seventeenth Centuryʼ, E
conom

ic H
istory R

eview
, 2

nd 

Ser., vol. IV
, no. 2, 1951., pp. 221-230.; D

. C. Colem
an, Sir 

John Banks, Baronet and Businessm
an: A

 Study of Busi-
ness, Politics and Society in Later Stuart E

ngland 

（O
x-

ford, 1963

）, pp. 172-174. 

な
ど
を
参
照
。
著
名
な
ス
ク
リ
ー
ヴ

ナ
ー
か
ら
ロ
ン
ド
ン
市
長
、
下
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
サ
ー
・

ロ
バ
ー
ト
・
ク
レ
イ
ト
ン
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て

詳
密
な
分
析
研
究 F. T

. M
elton, Sir R

obert Clayton and the 
O

rigins of E
nglish D

eposit Banking, 1658-1685 

（Cam
-

bridge U
. P., 1986

）
が
あ
る
（
と
り
わ
けpp. 1-94, 158-206 

and passim
.

）。

土
地
売
買
業
務
へ
の
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
早
期
の
介
在
を
め
ぐ
っ

て
は
、
さ
し
あ
た
り
、F. M

. L. T
hom

pson, Chartered Sur-



一
七
世
紀
末
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
関
連
市
場
の
一
側
面

）

一
四
五　
（
二
七
五

veyors: the grow
th of a profession 

（London, 1968

）, pp. 
25-27.彼

ら
以
外
に
、
一
八
世
紀
と
り
わ
け
そ
の
半
ば
以
降
、
専
業
の

競
売
業
者
も
土
地
売
買
業
務
へ
参
入
し
て
く
る
が
、
彼
ら
が
頻
繁

に
集
ま
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
ん
だ
場
の
一
つ
が
、
コ
ー
ン
ヒ
ル
の

前
出
「
ギ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
ズ
」
や
ス
レ
ッ
ト
ニ
ー
ド
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
の
「
バ
ン
ク
」
と
い
っ
た
、
他
な
ら
ぬ
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー

ハ
ウ
ス
だ
っ
た
事
実
は
意
味
深
い
。T

hom
pson, op. cit.,, pp. 

47-49. 

土
地
市
場
に
関
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
果
た
し
た
役
割
を

め
ぐ
る
議
論
は
、H

abakkuk, M
arriage, D

ebt and the E
s-

tates System
, p. ‌529

も
参
照
。

（
13
）　

パ
ー
ト
ナ
ー
が
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
業
務
か
ら
得
て
い
た
主

た
る
収
入
源
が
（
仲
介
）
手
数
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
記

述
か
ら
も
推
定
さ
れ
よ
う
。「
当
方
の
目
的
及
び
意
図
は
、
自
身
の

私
利
（m

y ow
n Private Interest

）
を
増
進
さ
せ
る
べ
く
手
数

料
（Fees

）
の
過
度
な
請
求
を
介
し
て
よ
り
も
、
社
会
（Pub-

lick

）
に
と
っ
て
私
と
い
う
存
在
（m

y self

）
を
一
層
有
用
な
ら

し
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。」T

he O
ffi

ce, n. 132.

（
14
）　

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
（
及
び
「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」）
に
パ
ト

ロ
ン
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
が

エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
務
を
請
け
負
っ
た
先
の
、（
既
存
の
）
土
地
所

有
者
な
い
し
（
一
部
の
卸
商
や
投
資
家
の
如
く
）
ビ
ジ
ネ
ス
従
事

者
、
貸
付
の
原
資
提
供
者
ら
が
、
何
ら
か
の
後
援
・
出
資
を
し
て

い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
15
）　
「（
当
人
は
信
頼
で
き
る
人
物
で
も
）
時
と
し
て
金
銭
の
入
用
が

生
じ
得
る
、
但
し
友
人
に
厄
介
は
か
け
た
く
な
い
と
い
う
立
派
な

卸
売
商
、
ト
レ
イ
ズ
マ
ン
は
数
多
い
。
そ
う
い
う
方
々
が
来
店
の

ご
意
思
を
お
持
ち
な
ら
、
ま
っ
た
く
内
密
に
、
優
良
担
保
を
条
件

と
し
て
100
か
ら
1000
ポ
ン
ド
の
融
通
に
対
応
い
た
し
ま
す
。」
本
文
に

あ
る
引
用
も
含
め
、T

he O
ffi

ce, n. 132.

（
16
）　

こ
う
し
た
捉
え
方
が
最
初
に
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
前

掲
ハ
バ
カ
ク
訳
書
『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
問
題
』

の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
市
場
」、
81

～
115
頁
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
出H

abakkuk, ʻT
he Rise and 

Fall of English Landed Fam
ilies, 1600-1800,ʼ T

ransac-
tions of R

oyal H
istorical Societyʼ, 5

th ser., vol. 29, 1979, 
pp. 200-203. 

こ
こ
で
は
、
衡
平
法
上
の
受
戻
権
の
確
立
に
よ
る

土
地
抵
当
借
入
れ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
同

受
戻
権
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、A

. W
. B. Sim

pson, A
n Intro-

duction to the H
istory of the Land Law

 

（O
xford U

. P., 
1961

）, pp. 226-229. 

及
びR. W

. T
urner, T

he E
quity of R

e-
dem

ption 

（Cam
bridge, 1931

）
な
ど
を
参
照
。
以
後
の
研
究
成

果
を
踏
ま
え
た
詳
細
に
つ
い
て
は
、H

abakkuk, M
arriage, 

D
ebt and the E

states System
 

の
な
か
で
、
相
続
パ
タ
ー
ン
や

結
婚
、
厳
格
な
家
族
継
承
財
産
設
定
の
作
用
（
1
～
3
節
）、
債
務

→
売
却
を
持
ち
堪
え
回
避
す
る
能
力
と
（
衡
平
法
上
の
受
戻
権
の

確
立
に
伴
う
）
長
期
抵
当
制
な
ど
の
か
か
わ
り
（
4
～
5
、
7
節
）、

同
様
に
抵
当
証
書
や
公
債
ほ
か
投
資
対
象
の
多
様
化
と
土
地
需
要

の
関
連
（
6
～
7
節
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
17
）　T

he O
ffi

ce, n. 132.

（
18
）　
「
上
流
人
士
（PErsons of Q

uarity

）
そ
の
他
の
方
々
は
、

担
保
（Security

）
の
提
供
が
可
能
な
、
そ
し
て
業
種
を
問
わ
ず



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
四
六　
（
二
七
六

ビ
ジ
ネ
ス
に
適
任
な
従
業
員
（Servants

）
を
あ
て
が
わ
れ
て
構

い
ま
す
ま
い
。」T

he O
ffi

ce, n. 132.

ま
た
雇
用
先
（
職
務
）
紹
介
の
末
尾
近
く
に
、「
個
々
（
の
項

目
）
に
つ
い
て
は
当
欄
に
詳
細
を
お
伝
え
す
る
余
地
（room

）
が

あ
り
ま
せ
ん
。」
と
の
文
言
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
全
て
の

項
目
の
記
述
に
当
て
は
ま
る
。
以
上
、
同
じ
くT

he O
ffi

ce, n. 
132.

（
19
）　
「
バ
ル
バ
ド
ス
島
で
の
職
務
（a Place

）。
年
間
俸
給
300
ポ
ン

ド
。
役
得
（Perquisites
）
あ
り
。
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
向
け
。」

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
職
務
。
年
間
俸
給
100
ポ
ン
ド
。（
職
務
に

付
随
す
る
非
常
に
有
利
な
役
得
あ
り
。）
必
要
と
さ
れ
る
資
格

（Q
ualifications

）
は
、
読
み
や
す
い
筆
法
で
書
け
る
と
い
う
こ
と

だ
け
。
以
上
二
件
に
つ
い
て
の
業
務
上
の
権
利
（Interest

）
は
、

こ
の
町
の
当
所
で
確
定
さ
れ
ま
す
。
就
業
希
望
者
が
そ
の
下
で
業

務
従
事
す
べ
き
［
監
督
者
の
］
方
々
が
、
現
在
こ
ち
ら
に
滞
在
し

て
お
ら
れ
ま
す
。」T

he O
ffi

ce, n. 132.

（
20
）　

註（
15
）の
引
用
文
、
及
び
「
…
シ
テ
ィ
で
の
職
務
（
終
身
）、

年
間
の
俸
給
（Salary

）
300
ポ
ン
ド
。
就
業
者
は
生
れ
な
が
ら
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
家
系
の
人
（a Gentlem

an by Extraction
）
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
代
理
人
（D

eputy

）
に
委
託
し
て
も
よ
ろ
し

い
。」「
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
職
務
、
年
収
と
し
て
400
ポ
ン
ド
近
く
が

見
込
め
、
代
理
人
へ
委
託
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
就
業
者
は
法
律

（the Law

）
を
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」「
カ
ン
ト

リ
ー
で
の
職
務
、
俸
給
は
年
間
50
ポ
ン
ド
以
上
。
就
業
者
は
会
計

に
明
る
く
て
（a good A

ccom
ptant

）、
ま
た
担
保
（Secu-

rity

）
を
提
供
で
き
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
職
務
に
付
随
す
る
、

有
利
な
役
得
あ
り
。」「
誰
彼
で
あ
れ
、
運
営
す
べ
き
ビ
ジ
ネ
ス
を

お
持
ち
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
卸
売
商
（M

erchants

）、
小
売
商

（Shop-keepers

）、
そ
の
他
の
方
々
（
で
、［
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
］
権

利
（an Interest

）
を
欲
し
て
い
る
場
合
）
は
、
手
頃
な
条
件
で

周
到
か
つ
迅
速
な
業
務
要
請
を
お
請
け
し
、
そ
う
い
う
方
々
の
た

め
権
利
の
確
保
も
行
な
わ
れ
ま
す
。」
な
ど
の
記
載
に
注
意
。T

he 
O

ffi
ce, n. 132.

（
21
）　
「
誰
彼
で
あ
れ
、
枢
密
院
（the Council

）、
陛
下
の
大
蔵
委

員
会
（Lords Com

m
issioners of his M

ajesties T
reasury

）、

海
軍
［
委
員
会
］
な
い
し
海
軍
部
局
（A

dm
iralty or N

avy O
f-

fices

）
等
々
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い
は
大
法

官
府
裁
判
所
（the H

igh Court of Chancery

）
や
王
座
裁
判

所
、
民
訴
裁
判
所
、
財
務
府
裁
判
所
（Court of K

ingʼs Bench, 
Com

m
on-Pleas, Exchequer

）
等
々
に
属
す
法
律
関
連
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
従
事
す
る
方
々
が
進
ん
で
当
方
へ
依
頼
し

て
下
さ
る
な
ら
、
当
該
ビ
ジ
ネ
ス
を
迅
速
か
つ
忠
実
に
、
な
お
か

つ
そ
う
い
う
場
合
に
通
常
要
求
さ
れ
る
よ
り
ず
っ
と
寛
大
な
条
件

で
処
理
し
て
差
し
上
げ
る
で
し
ょ
う
。」「
ジ
・
オ
フ
ィ
ス
」
の
介

在
し
得
る
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
務
（
遂
行
）
の
想
定
範
囲
が
き
わ

め
て
広
く
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
実
態
を
窺
わ
せ
る
項
目
記
載

と
言
え
よ
う
。T

he O
ffi

ce, n. 132. 

知
ら
れ
る
如
く
（
註（
4
）

の
記
述
と
も
関
連
す
る
が
）、
一
部
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
か
か
わ
っ

た
株
式
取
引
に
せ
よ
保
険
業
に
せ
よ
、（
ニ
ュ
ー
ズ
［
ペ
ー
パ
ー
］

の
発
行
な
ど
を
含
む
）
幅
広
い
情
報
の
交
換
・
提
供
は
、
多
種
多

様
な
仲
介
・
斡
旋
ビ
ジ
ネ
ス
、
す
な
わ
ち
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
業
域

の
引
受
け
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
事
情
が
あ
り
、「
ジ
・
オ
フ



一
七
世
紀
末
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
る
土
地
関
連
市
場
の
一
側
面

）

一
四
七　
（
二
七
七

ィ
ス
」
の
ケ
ー
ス
も
当
然
、
か
か
る
範
疇
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
22
）　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
家
門
存
続
を
念
頭
に
置
い
た
長
子
相

続
権
（
制
）
の
長
き
に
わ
た
る
作
用
や
、
貴
顕
・
大
地
主
、（
売
買

仲
介
業
者
を
少
な
か
ら
ず
含
む
）
法
律
家
ら
既
得
権
益
者
ら
の
存

在
が
、
商
品
た
る
エ
ス
テ
イ
ト
の
複
雑
固
有
な
特
性
（
あ
る
い
は

登
記
制
導
入
の
遅
延
）
に
あ
る
程
度
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も

残
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、H

abakkuk, M
arriage, D

ebt and the 
E

states System
, pp. 52-59; Sim

pson, op. cit., pp. 46-51

を

参
照
。

（
23
）　

和
解
譲
渡
の
文
脈
で
捉
え
た
、
土
地
譲
渡
登
記
所
の
設
置
へ
向

け
た
時
代
的
推
移
に
つ
い
て
は
、『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

農
業
問
題
』
85
～
86
頁
に
ご
く
簡
易
な
言
及
が
あ
る
。
不
動
産

（
権
原
、
移
転
）
を
一
般
に
扱
う
公
的
登
記
機
関
が
創
設
さ
れ
る
の

は
、
よ
う
や
く
一
九
世
紀
後
期
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

Sim
pson, op. cit., pp. 254-255. 

な
お
、
土
地
登
記
所
設
立
の
推

移
を
た
ど
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
、
高
橋
裕
一
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

近
代
に
見
る
土
地
登
記
所
（Land Registry

）
構
想
―
若
干
の
覚

書
―
」（『
松
阪
大
学
政
策
研
究
』
第
四
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
四

年
）
73
～
79
頁
、
が
あ
る
。

（
24
）　

土
地
銀
行
設
立
企
画
の
全
体
像
を
め
ぐ
っ
て
は
、
杉
山
忠
平

『
イ
ギ
リ
ス
信
用
思
想
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
六
三
年
）
に
詳

し
い
。
そ
の
う
ち
、
ア
ス
ギ
ル
と
バ
ー
ボ
ン
の
企
画
に
つ
い
て
は

本
書
第
七
章
「
ジ
ョ
ン
・
ア
ス
ギ
ル
と
ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ー
ボ
ン
の

土
地
銀
行
企
画
」（
223
～
258
頁
）
を
参
照
。
土
地
銀
行
設
立
論
は
、

土
地
の
公
的
登
記
推
進
論
と
概
ね
軌
を
一
に
し
て
提
唱
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
推
奨
は
一
六
五
〇
年
代
頃
に
始
ま
り
、
七
〇
年
代

末
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
先
進
制
度
を
意
識
し
た
農
業
技
師
で
著
述
家

ア
ン
ド
ル
ー
・
ヤ
ラ
ン
ト
ン
（
一
六
一
六
又
は
一
九
～
八
四
又
は

八
五
年
）
に
よ
る
明
確
な
土
地
銀
行
設
置
・
土
地
登
記
導
入
の
提

案
が
な
さ
れ
た
。
同
じ
頃
、
土
地
登
記
賛
成
論
と
し
てA

non., 
R

easons for a R
egistry, Shew

ing briefly the great Benefits 
and A

dvantages that m
ay accrew

 to this N
ation thereby. 

...

（London, 1678

）、
反
駁
と
し
て
註（
10
）で
引
用
し
たA

non., 
R

easons against a R
egistry of Lands, &

c. ... 

（London, 
1678

） 

も
、
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
土
地
登
記
と
土
地
銀

行
い
ず
れ
も
八
〇
年
代
に
は
広
く
議
論
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
な
り
、

九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
匿
名
（by a Person of Great Learn-

ing and Judgm
ent

）
な
が
ら
実
際
は
故
サ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
・
ヘ

イ
ル
の
著
述
で
あ
る
土
地
移
転
・
登
記
論
（A

 T
reatise, shew

-
ing how

 useful, safe, reasonable and beneficial, the In-
rolling &

 registring of all conveyances of lands, m
ay be 

to the inhabitants of this kingdom
. （London, 1694

））
が
死

後
上
刊
さ
れ
た
（
ク
ロ
マ
ー
テ
ィ
に
よ
れ
ば
実
際
の
執
筆
は
大
火

後
の
一
六
六
六
年
。
一
七
一
〇
年
刊
行
の
第
二
版
に
は
著
者
名
が

Sir M
atthew

 H
ale, K

night, 

云
々
と
明
記
さ
れ
て
い
る
）。
ア

ス
ギ
ル
は
翌
九
五
年
、
土
地
銀
行
事
業
の
開
始
に
際
し
、
匿
名
に

て
（
実
際
は
バ
ー
ボ
ン
と
の
共
著
と
さ
れ
る
）T

he Settlem
ent 

of the Land-Bank 

（London, 1695

）
ほ
か
を
発
表
し
、
次
い
で

九
八
年
、
記
名
（by John A

sgill, of Lincolns-Inn, Esq;

）
で

土
地
登
記
推
進
論A

n E
ssay on a R

egistry, for T
itles of 

Lands. 
（London, 1698

）
を
発
刊
し
た
。
同
年
に
は
匿
名
（
著



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
四
八　
（
二
七
八

者
は
ア
ス
ギ
ル
で
は
な
く
、
一
説
に
ロ
ジ
ャ
ー
・
ノ
ー
ス
）
の
土

地
登
記
推
進
論A

non., A
rgum

ents and M
aterials for a R

eg-
ister of E

states. （London, 1698

）
が
別
途
刊
行
さ
れ
、
こ
の
時

期
に
払
わ
れ
た
土
地
登
記
制
へ
の
社
会
的
関
心
の
高
さ
が
察
せ
ら

れ
る
。
ア
ス
ギ
ル
は
権
原
や
物
上
負
担
（encum

brances

）
の
内

容
を
明
確
化
す
る
登
記
の
効
力
で
所
有
権
は
然
る
べ
く
保
証
さ
れ
、

土
地
移
転
に
内
在
す
る
不
正
な
ど
を
事
前
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

同
時
に
土
地
を
担
保
と
す
る
借
入
れ
が
ず
っ
と
容
易
に
な
っ
て
、

延
い
て
は
社
会
全
体
に
信
用
や
（
不
足
し
が
ち
な
）
正
貨
が
一
層

滞
り
な
く
行
き
渡
る
旨
、
詳
説
し
た
。O

D
N

B., art., John 
A

sgill （by R. L. Greaves
）, art., A

ndrew
 Y

arranton （by E. 
Clarke, revised by P. W

. K
ing

）; A
. Crom

artie, Sir M
at-

thew
 H

ale 1609-1676 : Law
, religion and natural philos-

ophy 

（Cam
bridge U

. P., 1995

）, pp. 71-72; D
. Rutherford 

（ed.

）, T
he Bibliographical D

ictionary of British E
cono-

m
ists, vol. 1, art., A

SGILL, John, pp. 18-20.; vol. 2, art., 
Y

A
RRA

N
T

O
N

, A
ndrew

, pp. 1317-1319 
（both by M

. 
W

itzel

）.

（
25
）　

一
八
世
紀
の
あ
る
時
期
以
降
の
土
地
（
売
買
＝
市
場
）
状
況
を

め
ぐ
っ
て
は
、
ハ
バ
カ
ク
及
び
ト
ム
ス
ン
ら
の
研
究
成
果
が
今
な

お
重
要
と
思
わ
れ
る
。
最
小
限
を
掲
げ
れ
ば
、
前
出H

abakkuk, 
ʻT

he Rise and Fall of English Landed Fam
ilies, 1600-

1800ʼ, T
ransactions of R

oyal H
istorical Society, vol. 29-

31; H
abakkuk, M

arriage, D
ebt and the E

states System
; G. 

E. M
ingay, E

nglish Landed Society in the E
ighteenth 

Century 

（London and T
oronto, 1963

）; D
. Spring, T

he 

E
nglish Landed E

states in the N
ineteenth Century: Its 

A
dm

inistration 

（Baltim
ore, 1963

）; F. L. M
. T

hom
pson, 

E
nglish Landed Society in the N

ineteenth Century 

（Lon-
don, 1963

）; T
hom

pson, ʻEnglish Landed Society in the 
T

w
entieth Century: ‌1

～‌4ʻ ,T
ransactions of R

oyal H
istori-

cal Societyʼ, 5
th ser., vol. 40; 6

th ser., vol. 1-3, 1990-1993.


